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学 会 記 事

第 1 8回新潟血栓止血研究会

日 時 平成)~L隼11月4日 (辛)

年後3時より

会 場 師鳥グ:)ンドホテル･常髄LT珊ミ】

一 般 演 題

1 ) F D P 疑 陽 性 を ′吊 , 1｣u pllSatlticoaglllant
/高 紺 ) 吊 1-た IJy m p h p r()lirerat′ivedisorder
の 1 例

外 立 美 津 江 ･ 両 日 公作
千 野 直 i･ ･ 込 山 117守
鉄 泉 俊 雄 ([,(.い'.r..I.:=】病院~)

1g(~',̂ ･. IgM -̂ (Jl fうi-elollこ11在れ,1蛮fLHnt症､汀よこ,TI

S T S ハ l==ミF l'. 抗 核 抗 体 陽性左Lt-:の免疫異常を伴Il上

L y m l)h prolifL,rこ1ti＼,e d isordcLrの1例におし､て,PT.

A L'T T ハ 延 長 上 Fl)P高値が認h+汗'I亘∴ 交差輔li:.

試 験 cT)結 熱 さ 三､-に■lン指貫濃度に依存して kaolin-Iylvr

の比率iこ射じかLJ.Ai-､IItたことなとかと､',i.uI)uS;1日ti(･･什

こIgulanl(i.A)(･')tf'Lll:_が.確認された.

こJ)l~)alient's1)1こlS1-ll;1は,【t:_1肯血小板の凝輿能.こL_

くiここ日大凍鮭を抑制した.

抗血清による1㌦しこL-:′卜-吸収試験の結果,こn I._A

は Ⅰ鑑M型と思われた書

法ではrt:.常備を示したこ､Liか1.-.疑陽性十考えL､)11た.

さらに.同様の反応が.r)IVKA-口においても認めiT-.,わ

た.これら(り反応が何によるものかは今後の検討課題上

したい.

21DICの補助的検査成綿の検討
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DIC及びその可能性が疑われたLil症例86検休 (A群:

DIC群 53検体 tう群:疑い群 19検体 C群:1く確

実群 14検体)に/)いて,TArlt,Pl(㌔ i)-I),FM を-1]

心に検討を行った.A群の TAT,Ⅰ〕lC値は各々29.5

±20.7/Lg.:i,7.2土6.1FLgl'mlと高値を示 し.著 しい凝

固,線溶瓦進状態がうかがわれる.A群の AT盟と TAT

では負C')相関が見i､一九るが,α2PIと PIC､TAT '･L･_PIC

では和関が見三､--I-1ず.DIC における病態(]1多様性を示

すものと思われる.各群の検査項目別異常頻度は, 3群

とも TAT.Plc.D-D (各 8々6-loo,0,6)が上位 3項

目を古め.FM はA,B,C群で839･0,639b.290-｡で

.あー.､た.fう,C群で ド1ミG.PLAT の鞄常を認めない例

でも,補助検査項 Ll及び 't･2PIの興常柳窪は高 く.凝

l乱 線溶活性化し/)病態を鋭敏に反映 しているものと思わ

かる.TAT,r)IC,Ⅰ}l).FMは.I)IC の早期発見あ

机､亡.エ確診診断左上にiく~iiT矢先検査法ではあるが.Ⅰ)lC

Lr)診断においては基礎疾患.臨僻'i日大,そL.7)他の検査成

績をも踏ヰ:uJ.総合判断か必要である上思われる.

.I ):;･･･.: 一 i｣.l､ .,.

_･ ･ ∴ ･ こ ･ :･ い )

慢惟 ITP 5例に ･トト′､､一一′L汀l下l))単独丈はイし

卜■こン ‖十FI))併悶投与を行い効果を Ahn(Ahn.

Y.S.New ill_ng.J.ML,d.308.1396,1983)L7)基準

で判定 した.症例 1.Ⅰ~)療法fil.大腿骨骨相無菌性壊死

症例2.I)療法をjLFJI香し摘牌を行-うたが 一過性効果て l)

1'(10111LTで治療 LC,ood へ FaiI･.そLJ)後肥満等により

I)lOOmg.I)5mgプロTH千日_IGood.症例3.I-'療法

率肺結核となり摘碑LP中止したが効果は∵適性で D3榊

mL,投与~･LC,()()d- ドllir.症例▲1.P療法により糖尿

病が現われ IJ5111g:))2(枇11g投与したが,Transient,

徐々に ドこIirに近一別 ､てい 5.症例 5.D300mgで治

療開始 し ーrmnsienL I)lOOmgI)2,5mgで Fair.以

上n投 射こより全例にPLり滅鼠をLIt.さ吊こ摘押倒にお

けるⅠ~)療法L7)勃乳 D十t~)(/T)少尉汁用効果に注t':_17すべき

結果がムらわた.

射 血亜板減少 を搾 った放 出機構異常症の 且例

吉日比美子･･針谷 哲
高井 和江 ･真田 雅好 (新紬 11民病院)

症例.61歳 . 女.主訴:下血,抜歯時ILlfTL的難.現病

歴:22歳虫垂切除時は,異常出血みられず,50歳より,

抜歯時止血困難,軽度打撲で紫斑を生 じるようをこなる.

S.62より~J'ダ∴トート. しこベ一･一7､常乱 家族雁:子供

に侶血症状たし.RBC398万.Hbll.O,WBC6800.

PITll万.骨髄 NCC6.1万. 巨核数16と減少.51(二Ⅰ･

によ引仙卜阪寿命 Tl.■240時間.RA卜-).ANA(-).


